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フランヅ ・カフカの小説 「審判」の 「大聖堂において」においてその暗黒の中から出現し

た刑務所僧が 「思い違いをするな」 と云 う。すると主人公のヨーゼフ・K.が 「何を思い違

いするのです」とたずねる。「お前は法 を思い違いしている」 と云 う言葉がある。 この法,

したがつて罪,裁 判が この小説で表面的に大き くクローズア ップされている重大なテーマ

である。

この小説の始めはある朝K.が 突然逮捕される事から始 まる。但 しこの逮捕 とは,逮 捕さ

れたものがどこへでも好きな処へ行き,し たい事 をしていてよいのであつて,通 常の状態 と

違 うのは,と きどき裁判所へ出頭 して審問を受けなければならない と云 うことであるが,事

実 この審問は一度も行われていない。そ してこの小説の筋は,K.が この裁判,法 の実体を

探知し,如 何にしてこれに対 して身を護 るべ きか百方苦心するのであるが,つ いにその片鱗

だに知ることができず,法 に屈 して死んでしまうと云 うのである。この裁判所 と云われるも

のが実に奇怪なものであつて,こ の裁判所は一定の建物の中にあるのではない。町中のいた

る処,む さくるしい処,す べての屋根裏の部屋が裁判所なのである。始めてK.が 指定され

て出頭 した貧民窟のような建物もそ うだ し,ま た この町通 りとは町の反対側に位置するやは

り貧乏人の住む建物の中も裁判所である。

更にこの裁判所はこの他にも奇 々怪々な特徴をもつている。まずそこに働いている人々,

すなわち役人の腐敗である。始めに彼の部屋に逮捕の告知にきた三人の役入の中の二入は,

彼の朝食を横取 りにしてたべてしまつた り,ま た彼の衣類を取 り上げようとする。

裁判所の中もまた乱豚をきわめている。そこの司法研修生は公吏の妻を誘惑し,い たずら

をする。それだけではなく,そ の上司の予審判事はこの研修生に命じて,公 吏の妻をさらつ

て来させる。またこの予審判事の机の上にのつている書籍は,ヨ ーぜフ・Kが 公吏の妻の手

引 きでその留守中にあけて見ると,わ いせつな本なのである。

この裁判所の奇妙なことはこれに止 らない。先きに一寸ふれたように,一 定の建物にある

のではなくて,町 中のあらゆる処,特 にしいたげられ,抑 圧された人々の住む家等,町 中が

すべてそうである。いやむしろヨーゼフ・K.の 環境がすべて裁判所になつていると云える

くらいである。それにもまして面白いのは,こ うした下層の民衆が多分また裁判所の構成メ

ンバーに入つているらしい事である。 この事は例えば,三 人の役人が逮捕に来たとき,K.

は始め全然それに気ずかなかつたけれ ど,そ れ らの人々と一緒に彼の勤めている銀行の下級

行員が三人きていた。彼等はその後も常にK.を 見張つているのであつて,K.が 裁判所に

行 くときも,彼 が郷里へ帰ろうとする時 も,ま た最 後に彼が死の場 所へ行 こうとするとき

も,何 等の動機もないのに,こ れらの中のあるものが必ず姿を見せるのである。

それだけではなく,K.が テイ トレリーの処へ行つた時,彼 を案内した少女達がある。後

にティ トレリーの語 る処によれば,こ のませてエロティックな少女達もまた裁判所に属する

のである。また,K.が 始めて裁判所へ行つたとき,彼 の入つた部屋,す なわち予審判事の

部屋の中にいた大勢の人達は始めは被告やまた一般 の人々と見えたのであつた。K.は ここ
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で裁判所に向ってと云うよりもむしろこの大向うをねらって彼の裁判にたいする不平不満を

ぶちまけて一種のアジ演説をする。これらの人々はK．に傾聴して，大いに賛意を表する

が如き素振りをするので，K．は始め大いに気をよくして，ますます調子にのってしゃべり

立てる。処が次第にこれらの人々は結局どうも裁判所と何かの関係があるらしいことがK．

に分って来る。それで彼はその演説を中途で止めてしまう。これらの人々は決して全部が裁

判所の所員であるとかスパイであるとか解釈すべきでなく，中には一般人も入っているので

あり，これがまた一種K．の裁判について関与する処があることは，後にK．が弁護士フ

ルトの処で被告人のブロックから聞いた話からも明らかである。

　　このように裁判所は大衆の中にあるもの，普通の人聞の世界と全く同じものであり，且

つ人聞の弱点と罪とを完全に備えたものである。弱くて小さくて欠点だらけの人間の本当の

姿を備えたものである。

　またK．が始めて裁判所に行った時，彼はその所番地をはっきりと聞いてなかったので，

尋ねあぐんで帰ろうとするのであるが，彼はふと裁判所は罪人を探し出すのではなくて，罪
　　　　　　　の
にひきよせられると云われた君葉を思い出して，それなら如何に目茶苦茶な探し方をしても

必ず彼は裁判所へ行き当るはずであると考える。そして昏昏に思い浮んだ「指物師ランツの

家はどこですか」とたずねて歩くと，しかも結局裁判所をたずねあてる話の如きも，また注

目に値する事件であろう。

　K．があらゆる努力をはらって裁判，またはそこに行われる法の正体を掴み，自己の法律的

無罪を証明せんとする経過を描いたのがこの小説の大部分であるが，我々がこのK．の努力

の過程を通じて裁判，法について捉えうる注目すべき第一段の特徴としては以上のようなも

のがその代表的なものである。K．は裁判所とは何か，　K．が相手にしている裁判所の上級

裁判所は何か，その所在，構成を知らんとして懸命に努力をする。K．はこの裁判所も世上

一般の裁判所と，すなわち一般法律的な罪を裁く裁判所と似たようなものと考えて，これにた

いして彼なりの方策を講ずる。彼が弁護士の処の看護婦レーニーと仲よくなり，情交を結ん

だり，また肖像破家のテイトレリーと交わったり，要りもしないその絵を買ったり，下宿の同

居人ヴユルストナー嬢と交際を求めたりするのも，まずはこれらの人々を通して裁判所の実

体を探り，また次いでこれらの人々によって裁判に対して有利な影響を与えんがためである。

　もちろんK．は始め逮捕を知らされた当時は，かかる非合理であって腐敗した裁判所を問

題にせず，むしろこれを改革せんとしていろいろな努力をする。先きに書いたように，裁判

所でその謡言の大演説をぶったり，裁判所を無視してその召喚に応じなかったりする（これは

本文にはなく，完成した章になっていないからと云う理由でマクス・プロートが削除した部
　　　　ラ
分にある）のもこのためであり，また裁判所そのものを軽視するゆえんである。それが時日

が進むとともにしだいに裁判が彼の最大の関心事となってくる。それは，彼が裁判そのもの

を肯定するとか，裁判そのものに意義を認めるようになったためではなくして実際この小説

の中では，むしろ彼の心情的精神的生活がこれによって妨げられるためである。これによっ

てK．の生活はすっかり乱されてしまう。それは彼の行動とか，日常生活，あるいはまた公

的な生活に多少でも支障がおこるためではない。彼は銀行においてもまったくこれまでと同

じように活動しているし，また彼の私的生活においても障碍をうけるわけではない。むしろ

その私的生活においては，彼の女友達のエルザとの関係は相変らず継続されるし，また弁護

士の処の看護婦レーニーとの情交もある。その上裁判所の公吏の妻との事件もあるし，また
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ピ＝ルストナ一旗との関係も継続されていると見なければならない。これはまた本文ではこ

の婦人との関係は一回きりで，その後はK．が死におもむくとき亡霊の如く死の場所に彼を

導びく場面にこの婦人は出てくるだけで，その下聞においては全然姿を現わさないのである

が，やはりマクス・ブPt・一トも云っているようにこのヴュルストナー嬢とK．との関係はず

っと続くのであり，この関係の成行きがまた裁判の成り行きと調子を同じくしていると考え

るべきである。このようにK．はその私的生活，特に女性関係において完全な自由と華かな

生活を享楽しているのである。

　またその他一般的社交生活においても彼は充分に生活を楽しむことができた。彼の日常と

云えば銀行，婦人達との交際が主な時季を占めるのであるが，その他に彼はある社交倶楽部

に属していて，ここでも彼は十二分に尊敬され，生活は一層楽しいものであった。ここにほ

とんど独裁的とでも云うほどの権威をもつていた一検事がいて，この倶楽部はほとんどこの

人を中心として廻転していると云えるほどであったが，彼はこの検事とその家に親しく出入

りする程の親交を得ていて，従って二人でこの倶楽部を牛耳っているのであり，彼の快適な

生活はさらにこの社交倶楽部により一層たのしいものにされていた。

　こう云う訳で彼の生活は一見，公的にも私的にもなんらの障碍も見られず，ますます快適，

好調であるように見える。しかし，実際にはこの裁判は彼の生活の根をくいあらして，生活

に対する根気と云うか，彼の生活力を奪ってしまうのである。この事実は，問題がむしろ彼

の精神，心情，良心の世界にあることを推測させなければならない。その事が彼と支配人代

理との関係において象徴的に表現されている。

　彼は職務を毎日普通のとおりにやっている。しかし，だんだんつのって来る裁判にたいす

る気がかりのために自分の仕事に打ち込むことができなくなってくる。そのもっとも著明な

例が支配人代理との関係である。この人とK．とは銀行頭取りの両腕のようにもっとも重ん

ぜられており，互いに競争する立場にあったが，どちらかと云うと事件当初はK．の方が追

いつき，追い越せの優位の状態にたっていた。支配人代理はK．の好意をうるためには彼の

別荘へK：．を招待するほどであった。処が裁判が進むにつれてK．は自分の仕事をおろそか

にし，大切な顧客をも放置するようになり，その野卑をぬって支配人代理が勢力をのばして

来て，K．の取引き関係を横取りにしたり，　K．の顧客を自分の方へ引きよせてしまう。

　K．は仕事をしなければ自分の立場がなくなる。仕事をしようにもK．の頭は日夜裁判の

ことで一杯であって，そのために精神も消耗し，銀行の業務に専心することはできない。仕

事もますますおろそかになる。これがまた彼を煩悶させて，精神が消耗すると云う悪循環に

なる。しかし，それだからと云って，彼がこのため彼の公的な生活に現実的に不利を来すと

か，障碍をうける点は少しもないことは注意しておかねばならない。しかもそれでいて，つい

に自ら甘んじて死に赴くと云う結果になる。裁判が具体的にK．に及ぼす影響としてこの小

説に書かれているのはこれだけである。しかし，これがまたこの作品の中において裁判一

ひいては罪の意味，概念を象徴する重大な事実として心にとめておかなければならない。

　普通の小説であれば，自分の身を破滅にまでもって行かせるにはこれでは少しく動機づけ

が足りないような気がする。この点にRichterやElsbergの不満があるわけである。普通の

悲劇の理論からすれば，完成した性格をもつた個人が，その意志の力を完全に発揮してその

運命にぶつかり，その巨大な力におしひしがれて，：万策つきて破滅して行く様に描くのが常

道である。Hebbelの悲劇の理論などその典型的なものである。これでこそ悲劇や小説の読
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みこたえがあり，面白さが生れるものと考えられていた。しかるに，K．においてはなんら

生活上の拘束も加えられるのでもなく，その行動にも障碍はない。それだのにこの「逮捕」

または「裁判」と云うものに脅かされ，じりじりと弱気になって，生活の根をゆるがされて

しまうK．は余りにも卑怯であり，これまでの文学の観念からすれば，文学の名に値いしな

いものと考える人のあるのも一応もつともである。

　しかし，人閥全体を考えた場合にこう云う意志の弱い人が多いのではなかろうか。むしろ

大多数の人間は一一応強そうに見え，そういうふりをしておりながらも一弱い人間であ

る。世の中に自分に対して反感や敵意をもつた人間がおり，しかもその人間がしつように自

己に対して何かをたくらみ，あらゆる陰謀と工作をし，足許に穴を掘るような策動をしてい

る事を考えただけでも眠られず，あらゆる理論と正義に反してでも結局相手にゆずってしま

う人間の方が大多数ではないだろうか。社会的正義を階級の立場から論じるのも一つの考え

方である。しかし，この世界の社会悪はむしろこうした事態に注目してこそ根本的解決が得

られるのではないだろうか。もちろんKafkaの作品，特にこのDer　Prozetsはこの一つだ

けをテーマにしたのではない。しかし，彼の大きなテーマの一つである事は疑いを納れない。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の
　H．RichterはそのFranz　Kafkaにおいて云っている。「Der　Proz論のテーマは自然的感

情および思想の社会的秩序への同化である。」そしてこれに続いて「ここに云う論理と云う

のは彼の強い罪の意識の論理であって，これによって彼は自己の生存の可能性を否定するの

である。しかもそれと同時に彼は，自分が本当に生きようと思えばこの論理に従う必要はな

い。この論理を止揚する根拠はいくらでもある」と云っている。けっきょくRichterによ

れば，ヨーゼフ・K．は現実の社会秩序と戦って，これに敗れ，自分の正当な感情や理論を

おりまげて，幾多の疑問をもちながら死んでいくとこの小説を解釈しているわけである。し
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の
たがってH．Richterはカフカの人生観，または人生にたいする態度を次の如く見ている。

「注目に値するのは，カフカの人生像は発展も変化も合目的的な行動も知らないものである。

それは峻厳な決定論であって，この決定論にたいしては如何なる個人的決定も自己欺購とさ

れる。前もって予定された事だけがこの世界ではおこってくる。」

　カフカの人生はすべて予定された通りにしかならないのであって，個人の力，人間の意志

がこれに影響を加える余地がない。したがってDer　ProzeBもこの決定論を述べたものと云

うことになる。主人公のヨーゼフ・K．はいろいろもがいて見たけれど，結局裁判所の筋書
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の
きの通りに死んで行くと云うようにこの作品を解釈しているわけである。
　Fritz　Martiniは，カフカの作品は〕t／dvk人の実存にたいする絶望を描いたものであり，答え

なき世界へのむなしい求めと質問であり，おそらく無意味なるものへの顛落を書いたもので

あると云っている。

　とすると，カフカの作品は一度神を失ったが，さてそれに代って彼をささえてくれる如何

なるものをも発見することができず，暗黒と虚無の中にもがき，求めている現代人の姿がす

なわちヨーゼフ・K．であることになる。彼は死の直前に心内独語の形で云ついている「彼

が求めて得られなかった裁判官はいったい何処にいるのであろうか。彼が求めて達すること
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り
の出来なかった裁判所はいったい何処にあるのだろうか。」この中の裁判官，裁判所をこの

実存の象徴をとるならば，この作品は現代の虚無感を描いたと考えるMartiniの考え方に

は大いに一面の真理があるわけである。
　　　　　の
」．Elsbergは階級文学の立場からカフカの文学を論じて，「カフカの文学は精神分析学を大
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いに使っているが，これは，如何に才能があり，首尾一貫した思想の持主であっても，人生

を偏狭な立場から一面的に見，これを恣意的に変更し，なかんづく人間への信頼を欠く場合

には，その作品の人間的感情がいかに歪められうるものであるかを示す好適な例である……

…… i歩的な文学は人間，その個人的な保存，その精神的豊かさのために戦うのに反して，

カフカの作品は心の貧困，無関心，絶望に役立つだけである。彼の作品は非写実主義であ

る」と云っている。

　カフカの作品が非写実主義的であるのは明々白々である。彼の作品の中には日常の常識で

は律し得られい事件でみたされている。看護婦レーニーとの始めての出逢い，裁判所への出

頭とその所在，大聖堂の場面もそうであるし，また最後に死刑につれて行かれるとき，ヴュル

ストナー嬢の幽霊にも似た姿もそうである。こう云う例は全篇のいたる処に出てくると云う

か，全作品の構成，文体がそうであると云った方がよい。そこでカフカをレアリズムの立場

から見なければならぬと云うなれば，話は別である。しかし，カフカは一般に表現主義，ま

たはシュールレアリズムの文学に属するものとされている。そうすれば，この立場に立って，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
彼の作品を内容，文体，形式卜すべての点から評価しなければならない。手塚は云っている。

「作品においてそれら（作品の形式，内容）を見ることをおろそかにすると，しばしばその

質の高下を無視し，ただそれを概念の構成物とのみ見て，無差別に材料化して，詩人の思想

や理念の世界の再構成をはかることだけが行われる。それはよく行っても，詩人があろうと

欲していることを研究者の追補作用によって理想化して示すにすぎず，詩人の達成したもの

を正確につかんだことにはならぬ。」

　したがって，たとえカフカの裁判，罪と云うものを究明するにしても，即きに述べたカフ

カ文学の文体，手法，モチーフ，構成，文学系統などを充分に考慮した上での判断でないと

その本質を見失うことになろう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エの
　この点H．Richterの方が一歩深く問題の中に入っている。「彼の関心は常に主人公の表

面的に尖鋭化した個人的な問題に向けられていた。しかるに当時の社会的環境は反射像の姿

で述べられているが，しかも，それは非常に重大な点を捉えてはいるが，その捉える範囲が

ごく僅少であった。カフカは人間を形呈したのであったが，彼はその環境のくずれ易い関係

をじつに芸術的な美事な切点において掴まえている。」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユめ
　Walter　Muschgはカフカの文学を僧侶的覚世の文学であると云って，「彼の文学は迷え

る羊の飾り気のない讐喩である。………彼の世界の上には無益と無意味の名づけようのない

哀愁，恐怖の灰色の光がただよっている。彼岸への，確実な救済への道は閉されてしまった。

神は手もとどかない遠方に君臨している。神についての報告はあてにならない」と述べてい

る。したがって彼によれば，裁判はこの無限の彼方にあって，その存在もたしかには認めら

れない神なのである。ヨーゼフ・K．が如何に努力しても，その本体を彼の前に現わすこと

のない裁判所への彼の努力は，無益と暗黒の中へさしのべる手である。このMuschgの取

り方がより自然であって，この作の大きな一面を捉えている。ElsbergやRichterのとり方

はや」無・理があるのではなかろうか。

　先きに述べたように裁判所はいたる処の屋根裏にある。すなわち社会におしひしげられ，

圧迫されている階層の住むいたる処が裁判所なのである。とすればヨーゼフeK．の社会

との斗争と云っても，社会そのものとK．との斗争ではなくして，一歩つきつめて考えれ

ば，K．の相手は社会的矛盾にしいたげられている人々である。この点はRichterもま
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　　　　　　　　　　ユ　う
た指摘している処である。「被告のこの社会的地位に対応して，裁判所は市民社会によって

搾取されている人々や貧乏人が住んでいて，悲惨な生活をしている郊外の町田である。この

事はカフカ自身が二，三の欄外の註でも指摘している。」とするとK．が戦っている相手は

被搾取階級であって，この戦に敗れてK．が死ぬのは搾取階級が被搾取階級に敗れたことに

なる。処がR．RichterもElsbergこの点に注意しないのはどう云う理由があるのであろう

か。また我々にはこう云う解釈は余りに皮相であり，もしこれを認めるとしても，何故この

よう、に被搾取階級が遠く無限の彼方にあり，実体の不明確なものとして描かれているか，説

明がつかない。

　むしろ，裁判をする側に属するのは裁判官はもとより，弁護士も，下級銀行員も，下宿の

オバサンも，下宿に泊っているヴュルストナー嬢も，弁護士の処の看護婦も，テイトレリー

の処の少女達もすべてこれを考えるときは，これは社会全体を現わすものと考える方がよい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エの
K．の周囲はすべて彼の裁判官なのである。そこでK．は云っている「被告のとるべき根本

的態度は，いつでも心の用意をしており，決して不意をつかれぬ事であり，右に裁判官が立

っているからと云って左を油断してはだめである。」

　このように裁判所は社会全体であると考えることができる。しかし，それに今一つ限定を

つけねばならぬ。すなわちその代表者の申に被搾取階級，また性的に，道徳的に欠点をもつ

ているものの多いことを考えるとき，これを単なる抽象的な社会一般と考えるよりも，むし

ろこういうすべての美点，欠点，また弱点を備えた人間と云うか，更にそう云う人聞の奥に

ある良心と云ったようなものをこの際考える方が適当ではないだろうか。従来あり来たりの

良心と云う言葉を使わないで，カフカがこう云う人物達によって象徴としているものは，今

迄お高くとまって臓れも欠点も弱さをも知らない良心と云うものではなくて，こうした人間

的なすべてのものを包含した上での良心とでも云うべきものを指しているのではなかろうか。

　以上をよく考え合せて見るとこの作品をElsbergまたはH．　Richterのように解釈するの

はやや無理があると考えられる。これに反して，MuschgやMartiniの説はカフカの文学を

迷える羊の飾りの無い響喩であるとか，現代人の実存にたいする絶望を描いたものであると

云うのであって，大いに一面の真理を捉えているものと云えよう。

　思えば現代人は19世紀以来意識的に神をすてて，自らの足の上に立ち，自らの頭脳によっ

て世界のすべてを処理し，解釈してそれによって人類は幸福になるものとして，そしてニー

チェの言葉を借りれば「神の死」を努力し，且つそれに成功した。そ’れは単にドイツばかり

ではなく，全ヨーロッパ的傾向であり，わが日本でさえもまたその例外ではない。中世以来，

神は全智全能であり，すべての善であり，神の御旨の通りにするのが正であり，真であり，

また人間を幸福にするゆえんであると混ぜられ，またこれによって人類は安神立命の境地に

やすんずることができた。ところが，19世紀Feuerbach，　StrauB以来人間はこの神を疑った。

神を捨てさって，人間の理性によることこそ人間を幸福にするゆえんであると信じ，その通

りに実行して，科学，技術は急速に進歩し，物質文明は驚異的な発展をとげ，いわゆる文明

開化の世界へと発展した。人類は思いもかけぬ程に豊かになり，裕福になった。

　それで，人類は本当に幸福になったであろうか。いな，昔の貧しかった時代よりもより世

界は暗く，不幸になったとさえ云える。物質的には豊かになったろうが，精神的にはむしろ

貧しく，空虚にさえなってしまった。最も悪いことは人間はあらゆる絶対的な規準と云うも

のを失い，精神及びまた生活においても最後のより所，支柱を失ってしまったことである。
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．この点Muschgが暗黒への模索と云ったり，　Martiniが実存に対する絶望を描いたのがカ

．フカのDer　PrOzessであると云ふのはもっともである。

　しかし，またこの同じヨーゼフ・K．の心的状態をH．Richterは「彼の強い罪の意識の

理論である」と云っている。また本文においても彼が論理的，法律的には自己に何等の罪も
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユの
ないことを確信しながらも，しかも彼が最後に云っているように，「一年も裁判をしながら

も自分は覚らなかった事を見せるべきであろうか」とある。これは彼がこうした常識的，法

律的論理の彼岸にある，ある一つの覚りに達していることを暗示するものである。

　こうしてK．を裁くところのもの，K．が最後にはそれに服して死んで行く処のものは何

か。この本体を暗示する叙述，事件はこの本のいたる処に見られる。例えば「裁判所は罪人

をあばき出す処ではなく，それは罪人によって引きよせられる」と云う言葉の如きもそれで

ある。これは決して普通の裁判所ではなく，人聞の心の中に陽にせよ，陰にせよかかる良心

の問題があればそれが即ち裁判であって，この裁判は決して罪人を探し出すのでなくて，罪

人自身がこの裁判所にひきよせられて行くのである。

　また，一般の裁判であれば，逮捕された人闇はこれがために一種のらく印を押されたので

あり，一般社会からは一種の疎外をうけるものである。しかし，カフカの裁判を一種の良心

的問題と考えるならば，こうした人闇こそ一般の人間と違ってより深い人間性の問題と索出

に取り組んでいる人々である。逮捕されていない人々より一段と高い人々なのである。した

がって，これらの人々は一般の人々と違った特徴をもつている。Blockの言葉にもあるよう

に，これと本当に取り組んで死を謄して解決：をはかる人は一K．も勿論その一人であるが
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユの
一その唇を見れば一戸瞭然にそれが現れている。そしてまたこれらの人々は美しいのであ

る。ヨーゼフ・K，にあらゆる婦人が好意をいだき，彼を援助するのを弁護士フルトは被告
　　　　　　　　　　　　　　　　ユの
人は美しいからであると説明している。

　こうした良心の問題は何時から始まるであろうか。それは自分がそうした問題として意識

したときから始まることもあろうし，また意識下にこの斗争が長いこと戦われていて，ある

時期に突然その姿を現わしてくる事もあり，またあるものはこうした間隔をかかえていると

云って大騒ぎしながらも，それは本物ではなくて，ある時期にいたって本物になることもあ

るし，また永久にまがいで終ってしまうこともある。こうした良心の実体を描写したのが弁

護士フルトのブロックへの言葉であって，Blockは5年以上もこの良心の間題と取り組んで

いると思っているが，しかし，これはごまかしたり，引きのばしたりしただけであって，實

剣なものではない。

　弁護士は云う。「彼の無知は彼の狡猜よりもつとひどい。裁判はまだ全然始まっていない

のだ。裁判を始める鐘の合図さへまだ鳴っていないのだと云ったら彼はどんな顔をするだろ
　ユリ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユの

う。」この裁判，良心の真剣の問題はまた作中の他の処にも指唆されている。例えば「あな

たはいやな方ですね。真面目に云っているのか，冗談なのか分りはしない。」これに対して

「おっしゃる通りです」とK．は美しい娘と話が出来るのを喜んでいった。「おっしゃる通

りです。私には真面目はありません。それで真面目な事も冗談ごとも全部冗談にするのです。

ただ逮捕された事だけは本当に真面目なのです。」K．が自己の裁判，良心の問題だけは本

当に真面目に取り組んでいることを示している。

　こう云う良心の決定は裁判所のように裁判日程をきめてある定められた日にその判決がお

りるものではない。やはり「最終判定は大ていの場合，思いがけないときにやってくるもの
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ　　
である。誰とも知れない人の口から，何時とも知らない時に。」と云われている。刑務所僧

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
はこの事をもつとはっきりと云っている。「お前は真実を誤解している。………判決は一度

にくるものではない。審理がだんだんと判決になって行くのだ。」すなわち審理が判定なの

であって，人間の心情，良心，覚りの問題においてはその時々の葛藤がこれ即ち判決である

面をはっきりと刑務所僧はK．に教えているのである。

　以上見来ったように，K．が求め，その本体を探り，これと戦い，ついにこれに敗れて死

ぬ処の裁判は現在の社会一般ではない。むしろ，社会の中のしいたげられた層と云うか，い

なむしろ，人聞の弱点も，欠点も，すなわち人聞らしいすべてのものを含めたそうした層と

でも云うべきものであろう。それだからと云ってこの層はその弱点におぼれ，この欠点をよ

しとしているのではなくて，そうした弱点，欠点の彼岸にと云うか，こうした人間全体を包

括した中に一つの新しいノルムを求めている，そうした社会である。こう云うように解釈し

てこそこの作晶の最後の場面で，K。が死を直前にして云う言葉が生きてくる。「論理は確

固不動なものではある。しかし生きんとする意志をもつている人間にはそれは問題にならな
21）

い。」

　この生きると云う言葉に問題があるのではなかろうか。この文を表面的理屈の上だけで，

または法律的にのみ生きようとする人闇と解釈すればElsbergやまたRichterの云わんとす

るような結論が自然に出てくる。しかし，これを裏返えしにして考えて本当の意味において

生きんとする人闇，新しい意味で生きんとするものと解釈するならばどうであろうか。

ElsbergやRichterのようにとるならば，それではK．は何故死ぬのであろうか。いなむし

ろ，二人の死刑執行人がちゅうちょしているのに，K．はこの二人から刃をとって，自らを
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ　ラ
刺して，自ら死ぬのではないか。しかもまたやはりこの死を直前にしてK．は云っている。

　「私は一年間も裁判をして，それで私が何も教えられる処がなかったことを示してよいもの

であろうか。私はbegriffsstUtziger　Menschとして死ぬべきであろうか。」

　彼のこの言葉は彼が一年間の裁判によって教えられる処があったこと，覚るところがあっ

た事を云っているではないか。そうするとK．が自ら死んで行くのは当然なことになってく

る。しかもbegriffssttttzigerとはこの本の出た当時，即ち1920年前後の流行語であって，概

念におしひしがれた，理論倒れの意味である。そう云う人間のままで死ぬことを彼は拒否す

るのであり，即ち彼が今迄唯一の牙城としていたただ理屈一点ばりの，法律的，いな三百代言

・的な世界を捨てて，新しい良心の世界へつかんとする彼の決意をはっきりと表明している。

　ただその後で「彼が見んとして得られなかった裁判官は何処にいるのであろうか。彼の達
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
せんとした最高の裁判所はどこであろうか。」と云う言葉もこれを見る事が出来ないで，だ

まされ，或は無理やりに殺されると云う意味ではない。むしろこれは新しい良心の世界が来

なければ，人類の幸福，すなわち真の生存はあり得ないことを確信に達したことを示す。そ

れにまったく背反するものとして彼は死んで行くのではあるが，しかもその本体を完全には

つかめないままで死んで行くことの遺憾の気持を現わすものとして取るべきである。

　一つの作品を評価する場合に作品の形式，内容，文体，作者の作品に対する構想等を見る

ことをしないで，ただそれを概念の構成物とのみ見て，これを無差別に材料化し，詩人の思

想や理念の再構成をはかる事の危険は，響きに手塚の説をまつまでもなく危険きわまること

である。本論文においてはこの点において欠くる処はあるが，これからの事は先きに私の発

表した「カフカの城と審判」「フランツ・カフカについて」「フランツ・カフカ」「表現主
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義について」等において立入って論じてあるのでここでは避けたい。そしてここでは主とし

てその論理的構成の面からして彼のこのDe■ProzeBを見来ったわけであるが，しかもこう

して見るときにおいても，裁判，または罪の本体をEisbergの如くこの作品が写実主義的

でないと云うこの一点だけを評価の根底において，この作品を論ぜんとする態度はまったく

不当なものであり，また，ここでこれ以上取り上げて論ずる必要もない。

　H．Richterはカフカの関心は常に主人公の表面的に尖鋭化した個入的な問題に向けられ

ている。そしてこれを通して当時の社会像を反射鏡の姿で捉えている。主人公ヨーゼフ・K。

のくずれ易い環境を芸術的な美事な切点において捉えてはいると云っている。しかし，この

解訳の視野は全篇の見通しと云う点において，やや狭小に過ぎるうらみがないであろうか。

K．と社会とを対立関係におき，現実の社会全般との戦にK．が屈すると云うように解釈し

ているのであるが，この見方はさきに述べた本作品の最後におけるK，自身の言葉とか全篇

を通じて描かれている一種特異な社会の特徴などと考え合せるとき，やや無理な解釈と断定

せざるを得ない。

　MuschgやMartiniがこの作品を現代人の暗中への模索とか，実存に対する絶望を描いた

ものであるとする見方はこの小説の全体を通じる雰囲気をよく捉えたものである。そしてそ

の小説の解釈の八分まで論者もついて行ける。しかし，ここにもやはり，その最終部分で云

っていることを軽く見すごしているきらいがないであろうか。

　ここで，今一度この小説の中で裁判，及び罪と云われているものをごく簡単に，項目的に

ふりかえって見て，さきに詳しく述べたその実体についての私の考え方を思い出していただ

こう。まず第一にKには女性関係の多彩さを除いて普通考えられているような罪に値するこ

とが，全篇をいかにさがしてもないことである。次にK．の相手として戦い，そして最後には

それに屈し，肯定してK．が死んで行った祉会の構成である。または裁判所は罪人を探し出

すのではなくて，罪人が裁判所に引きよせられるものであること，第四には，罪，即ち良心

の覚醒の時期の問題，良心の斗争は個人の心の中にいつでも戦われている。しかし，これを

軽視すれば何時までたってもこの斗争はないに等しいと云うことを示した叙述である。第五

には刑務所僧の云う通り，その判決に云うもの，及びその下り方，また良心はいくらでもこ

れを無視すれば，無視できるようでありながら，しかも，それは裏には強い権威と力とをも

ったものである等の事実である。

　これらの事を考え合せるならば，この小説をMuschgやMartiniのように単に現代人の

虚無を示したものととってしまう事は当を得ない。Richterもそれは肯定しているようにK．

はこの現代の上つ面の道徳とか，法律とか云うものに対しては罪を感じているのではなく

て一これに対してはヨーゼフ・K．は最後にいたるまで，論理的，法律的に完全に無罪を

証明できることを確信している一軸は性的にも道徳的にも弱点をもつた人間，この人間の

中に新しく求めらるべき，新しい良心と云うか，道徳に対しての罪を感じ，この実体，本質

を完全には知り得ないながらも，これを肯定して死んで行くのである。したがって，この小

説は人生の虚無，実存の暗黒を単にさし示しているだけでなく，その中に新しい人聞の立脚

点があり，これが求められねばならぬと云う，カフカの積極的な希求を示すものとして取ら

なければならない。
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NO.15 Franz Kafka: Der Prozeß の裁判所

 Zusammenfassung

Das Gericht von Franz Kafka's „Der Prozeß"

Hirao KONAMI

   In Bezug auf den "Der  Prozelr von Franz Kafka gibt es allerlei  mogliche 

Auffassungen  und Interpretationen. Der Eine halt ihn  für Darstellung,  Enthill-

lung  und BloBstellung der heutigen  Gesellschaft.  Ein Anderer behauptet,  daB 

es sich hier in diesem Buche urn Unterwerfung  und Ergebung des Heldem unter die 

 MiBstande  und  Widerspriiche unserer ungerechten Welt handelt. Wieder  ein 

Anderer ist der Meinung, das Buch sei die Verzweifelung des modernen Menschen 

an der Existenz, sein Suchen  und Fragen in das Antwortlose hinein. Auch  ein 

anderer Literaturkritiker beurteilt im  Allgemeinen: Eine  namenlose Trauer des 

Vergeblichen  und  Sinnlosen,  ein aschfahles Licht des Grauens liege  iiber seiner 

Welt. Der Weg ins Jenseits, in die  GewiBheit der  ErlOsung sei ihm verlegt. 

   Der Standpunkt des Verfassers ist denen der zwei Letzteren  ziemlich nahe. 

Aber er will hier nicht einfach das Trauern  und Seufzen der Verzweifelten 

sehen. Er will beweisen—indem er die wirklichen  und symbolischen  Schilderungen 

 dber das Gericht, die Schuld  und den Charakter  und die Taten des Angeklagten 

Josef K. s in Betracht zieht  daB das Buch  iiber das bloBe weibische  Klagen 

hinaus die Anerkennung  und Notwendigkeit einer neuartigen Moral behauptet, 

die, anders als die veraltete morsche Moral, welche nur auf der  oberflachlichen 

Gerechtigkeit  und fleckenlosen  Idealmenschlichkeit  begrundet ist, aus  dem Mens-

chen  herauswachst, wie er wirklich so ist, schwach, mangelhaft  und doch 

nach etwas Festem, Wahrem  und  Absolutem sucht  und nicht umhin kann, 

das zu suchen.
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